
父母の助けを借りてもちをつく子供達 

ご
し
ま
し
た
。
 

ま
二
p
 

沖
飯
詰
小
学
校

（
工
藤照
秋

校
長
・
児
童
数
百
ニ
十

一
人
）
 

で
は
十
月
三
十
日
、
父
兄
も
参

加
し
て
学
校
農
園
の
収
穫
祭
を

行
い
ま
し
た
。
 

同
校
で
は
、
勤
労
の
喜
び
と

尊
さ
を
肌
で
体
験
し
て
も
ら
お

う
と
数
年
前
か
ら
、
休
耕
田

（
 

約
十
ア
ー
ル
）
を
利
用
し
て
「
 

学
校
農
園
」
を
行
っ
て
お
り
、
 

昭
和
六
十
一
年
に
は
「
勤
労
生

産
学
習
」
 
の文
部
省
指
定
を
受

け
て
い
ま
す
。
 

こ
の
日
は
、
春
か
ら
丹
精
を

こ
め
て
育
て
た
野
菜
を
収
穫
し

た
後
、
体
育
館
で
親
子
そ
ろ
っ

て
も
ち
つ
き
大
会
を
開
き
、
力

い
っ
ぱ
い
振
り
お
ろ
す
杵
に
歓

声
を
あ
げ
、
自
分
達
が
収
穫
し

た
小
豆
を
つ
か
っ
た
「
お
し
る

粉
」
を
食
べ
楽
し

い
一
日
を
過
 

朴

」
ふ園
 
v

ー
頻
慮
 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
．
 

親
子
そ
ろ
っ
て
も
ち
つ
き
大
会
 

一．一広報 
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印 刷 和 光 印 刷 

市の人口 総数51,238人（男24,556・女26.682）世帯数14,892 (10月3］日現在） 	（毎月 2回 1日・15日発行） 
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市 民 憲 章 （昭和59年10月1日制定） 

昭和62年 

A i652 

12- 

・ わた＜したちの先人は、不擁不屈の五所I~ 
】i．魂をもつてあらゆる困難を克服し新田を切り 
':‘開き、今日の活力に滴ちた五所川原市を築き 
】： 上げまレた。 
り わたくしたちは、この伝統を継承し、広 
1i. い視野に立つて西北津軽の人マと協調 
':． し、郷土の限りない発展を願つて、こ
り こに市民憲章を定めます。 

⑥心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつ＜ります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

0文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつ＜ります。 

⑥未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆ＜郷土をつくります。 
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市の財政 
執行状況 

ー般会計 
歳入歳出予算額 13,154,328千円 

（繰越明許・逓次繰越を含む） 

五所川原市の財政状況を公表

します。 

ii所川原市長 森 田 稔 夫 

この 「五所川原市の財政」 は、 市の財政がど

のように運営され、 どのような状況にあるかを

知っていただくために公表しているものです。 

今回は、昭和62年度子算の執行状況と昭和61 

年度決算の状況を公表します。 

昭和62年 

9月釦日現在 

歳 
「
3
53
43
39
29'
 

2
92
82
72
62
52
42
32
22
12
0I
nI
A1
7I
S1
5
1
4'
3
1
2I
I1
09
A
7

S
5

4
3
2
1
 
 

収入済額 5,942,281千円 

45
.2一 一 

~ー  ~ 

収入率 	45.2% 

の 
部 
分 
は 

ー 

”

一 一 

時一 一 

野 
一 

歳

瞬

出
 
出

8
04

1
 

 

伽
  

支支
 
千

A
 

円
％
 

響
  一

ー
」
こ
の
部

分
は

支
出

率
で

す
  

収 
入 
率 
で 	 10 加こ 

脇
一 

一『  

叫一 一  

28 .6a  

す 

鷺 24.89若一ーー一 

5.1 % 
 

m一 一 

悔一 一 

財 地 使 分 県 諸 市 国 市 地 讐 民 教 土 総 公 衛 農 消 商 議 
用 	担 	 P」 	 ‘+ 

産 方 登 奪 支 
,I" 	=‘， 	双 	及 	 ml 	 →ー 	 ，』亡 	 メ4- 	＝工 	→一 	z40 	1事 	」4一 	ノ」、 	n→, 	ー，ー 
」lx 	云氏 	プド 	プ‘ 	Hx 	 又 	x 	 コニ 	Iり 	ノI、 	りプ」 	IA 	ュ 	一ー 	~ジJ 	ー」ー 

と 	y 	L」」 	 ,堕 	 碑 
入 	与. 	キ 	負 	‘」」 	 出 	付 	 筆警 	 真 

数 	担 	 づ’叱 
他 税 料 金 金 入 債 金 税 税 	費 費 費 費 費 費 費 費 費 他 

昭和61年度一般会計決算状況（見込み） 	
（単位：千円、％ ) 

歳 入 区 分 収入済額 構成比」 ~ 	歳 山 区 分 支出済額 構成比 

1．市 	 税 3,433,419 2
70
0

2
8
0
3
1

1
6
4
0
一
  
0
0
7
9
 
 

1

8
5

1

l
→
・l
9
7

4
3
 
4

2

4
0
  

1．議 会 費 155,988 2

8
3

4
8
1
8

0

0
4
1
0

1
  

1

1
32
5
6
0
5

2

1
54

1
3
1
1
10
  

2.I也 	方 	譲 	与・ 	税 100,339 2.総 務 費 1 ,734,052 

3．自動車取得税交付金 61,042 3．民 生 費 3,187,649 
4地 方 	交 付 税 3,560,236 4．衛 807,274 

5交通安全対策特別交付金 9,811 5．労 働 費 105,940 

6.分担金及 び負担金 386,385 6.農 林 水 産 業 費 640,679 

I.使用 料 及 び手数料 
8.国 	II,, 	支 	出 	金 

9,県 	支 	出 	金 

241,449 
2,121,796 

561,675 

7.商 
8．土 

9.消 

木 費 
345,633 

1,893,137 
504,289 

1oJ材‘ 	産 	収 	入 43,588 10.教 育 費 1,680,191 

11，寄 	附 	金 1,200 11．災 害 復 ~ lI 費 141,179 

12.繰 	人 	金 51,218 12，公 債 費 1,382,767 

13.繰 	越 	金 26,406 13．諸 支 出 金 12,401 

14 ．諸 	収 	入 934,621 14，チ 備i 費 0 

15.111 	 fit 1,142,324 

合 12,675,509 100.0 合 lil・ 12,591.179 100 .0 
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5.155,327 
(52.996) 

目 的 男 

830額 9.753.769 

（単位】千円） 

農林 
水産業債 

809,388 
(8.396) 

教 青 債 

2,234,691 
(22.996) 

「
一
 

書
は
、
収
入
済
額
及
び
収
人
率
で
す
。
 

（単位】千円、％) 
昭和61年度特別会計決算状況（見込み） 

グラフで見る 五所川 
―般会計現債額 

青森県市町村職員共済組合 市町村振興協会 

148.245 (L596) 

省
 

蔵
 

青 森 県 

178,034 (1.896) 
本損害保険協会他 

236.562 (2.596) 

借入先 

83016 9.75 

（単位：千円） 

公営企業金融公庫 

2, 020, 823 
(20.796) 

3.833.740 
(39.396) 

昭和62年度予算 

特別会計予算執行状況 
（単位】Hり、％ ) 

会 	計 	区 	分 子算菌 収入済額 収入寧 主出済額 支出率 

国民豊康保険事業勘定 
持 	別 	会 	計 

高寿看護学院持別会計 

長者森平和公爾造成 
」‘業持別会計 

下水道事業揚I会計

老人保健特別会計 

農業集落排水事業 
特 	別 	会 	計 

3,353,185 

打.075 

3,804 

1,183,603 

U60,957 

216.883 

1,056,237 

2.946 

4,247 

133,旧

認4.m 

18,750 

31.5 

63 

111.6 

(1.3 

"2 

8.6 

1,165,脚 

21,鵬 

1,459 

355,300 

727調5 

42商3 

34.7 

14.9 

38.4 

3a0 

II3 

19.8 

市税の状況 
都市計画税 

111. 076 
(58.936 53.196） 	軽自動単税他 

(33.209 109.696) 
電気・ガス税 

138.959 
(67.284 48.496) 

」イプ Il」 	 30.305 

Ii三 

g 入市民税’ 

(199 3.482,526(1,996.293 57.3%A冨99.5560.944 

(驚844. 1521.349.525 ツ 54l 
bZ.6「！6J 	、 	 I 

会 耳又 メ、 	I 斉 	言“ 収入埠（ 支 出 済 	省fi 支出呼‘ 

「I」民 fを」II泰保険事業勘定特別会言十 
If寺 等 肴 護 学 Fり1三特 別 会 討・
長者1集平和公園造成事業特別会討・
下 水 j直 事 業 特 別 会 ‘汁
老 人 保 健I 特 別 会 ，汁
農業集落排水 事業特別会計 
II 業 用 水 道 事 業牛与別 会計 

3
 

1
1
  

0
4
 

4
7

3
4
  

6
4
9
5

3
1
2
  

1
5

4
2
5

7
7
  

0
6

0
5

0
5

7
  

7
6
5

2

8
0
0
  

2
 
0
6

1
  

,
 

,
 

，
 

●
 
●
 
●
 

・
  

9
9

0
9
9

0
9
  

7
3
6

9
6

0
9
  

1

9
2

5

4
0
3
  

,
 

．
 

●
 

●
 

●
 

・
 

・
 
 

1
 

1
  

3,122
45
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137
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,334 
, 466 
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,552 
,219 
,150 
,270 

94 
93
98
99
96

100 
99 

. 7 

.9 

.9 

.5 

.4 

.0 

.3 

衛 生 債 

242.909 (2.59o) 

災害復旧債 

362,294 (3.796) 

減収補てん債 

219.191 (2.296) 

消防債他 

260.481 (2.796) 



伊 
川浪重次郎氏 鶴谷敏雄氏 

~事”~夢三‘ 

五所l悟市 1、中学校長会研修会 惨会 

“  ~ 
研修会で講 j寅す る 森田市長 

-，~●’  - 

一ー~ 

A 

コ市 
’ 力 

f駅 

i1 
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新
議

長
は

川
浪

重
次
郎
氏
 

副
は

鶴
谷
敏

雄
氏
 

ー

市
議
会

定

例
会
ー
 

市
小
中
学
校

長
会
で

講
演
 

乗
田
雅
美

（
三
好中
2
）
 

「
 

青
少
年
問
題
協
議
会
長
奨
励
賞
 

関
 
明
美

（
五三
中
2
）
 

『
 

今
井
美
知
子
（
五
一
中
2
)
 

奈
良
和
歌
子

（
五三
中
3
)
 

入
選
 

工
藤
幸
治

（
五
一
中
3
)
 

山
本
 
幸
（
五
一
中
1
)
 

伊
藤
真
知
子

（
五二
中
2
)
 

藤
森
 
望
（
五
四
中
1
)
 

渡
辺
勝
仁

（
三
好中
2
)
 

「第
七
回
少
年
の
主
張
発
表
 

」
・
大
会」
 
が＋
月
二
十
九
日
、
働

ぐ
婦
人
の
家
で
開
か
れ
、
子
備

審
査
で
選
ば
れ
た
市
内
の
小
・

中
学
生
が
思
い
や
り
や
生
き
が

い
な
ど
に
つ
い
て
堂
々
と
意
見

を
発
表
し
ま
し
た
。
 

審
査
の
結
果
は
、
次
の
と
お
 

り
で
す
。
 

（敬
称
略
）
 

◇
小
学
校
の
部
 

市
長
賞
 

佐
藤
真
紀

（五
小
6
)
 

教
育
長
賞
 

市
議
会
第
五
回
定
例
会
が
十

月
二
十
五
日
開
か
れ
、
川
浪

直
治
議
長
及
び
石
岡
裕
副
議
長

の
辞
任
に
と
も
な
い
、
新
議
長

に
川
浪
重
次
郎
氏
（
6
8）
が
、
 

ま
た
副
議
長
に
は
鶴
谷
敏
雄
氏
 

(5
7）
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま

し
た
。
 

新
議
長
に
な
っ
た
川
浪
重
次

郎
氏
は
、
昭
和
四
十
六
年
に
市

議
初
当
選
、
以
来
連
続
五
期
当

選
、
こ
の
問
、
昭
和
五
十
九
年
 

長
尾
佐
登
美
（鶴
ケ
岡
小
6
)
 

学
校
警
察
連
絡
協
議
会
長
賞

秋
田
里
香

（
沖飯
詰
小
6
)
 

青
少
年
問
題
協
議
会
長
奨
励
賞

鶴
谷
朋
子
（
七
ッ
館
小
6
)
 

吉
岡
朝
実
（
中
央
小
6
)
 

桜
田
美
樹

（
五
小5
)
 

◇
中
学
校
の
部
 

市
長
賞
 

阿
部
 
薫
（
五
ニ
中
3
)
 

教
育
長
賞
 

小
野
 
桂

（
五
四中
3
)
 

学
校
警
察
連
絡
協
議
会
長
賞
 
 

八
月
か
ら
監
査
委
員
を
三
年
問

務
め
ま
し
た
。
 

川
浪
新
議
長
は
「
各
議
員
の

意
見
を
充
分
尊
重
し
て
、
議
会

の
円
満
な
運
営
を
は
か
り
、
市

政
の
発
展
に
一
層
の
努
力
を
し

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。
 

な
お
、
空
席
と
な
っ
た
監
査

委
員
に
は
、
渋
谷
守
夫
氏
（
署

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

市
小
中
学
校
長
会

（
会長
・

斎
藤
柾
一
七
ッ
館
小
学
校
長
）
 

で
は
十
一
月
十
四
日
、
市
内
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
研
修
会
を
開
き
、
 

「五
所
川
原
市
の
教
育
の
展
望
」
 

と
題
し
て
、
森
田
市
長
が
講
演

し
ま
し
た
。
 

同
研
修
会
は
、
市
内
小
中
学

校
二
士
ニ
校
の
校
長
が一
堂
に
 

プ
 

よ
 

会
し
、
相
互
の
情
報
交
換
、
教

育
上
の
問
題
点
を
話
し
合う
た

め
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
も

の
で
、
こ
の
日
は
関
係
者
約
三

十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
 

斎
藤
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

い
て
森
田
市
長
が
「
本
市
を
中

心
と
し
た
西
北
五
地
方
は
、
昭

和
六
＋
年
に
青
森
地
域
テ
ク
ノ
 
 

ポ
リ
ス
の
指
定
、
今
年
度
は
津

軽
半
島
振
興
計
画
の
承
認
な
ど

北
の
時
代
に
向
け
明
る
い
展
望

が
次
々
に
ひ
ら
け
つ
つ
あ
り
ま

す
。
 

ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
は
人
づ

く
り
、
す
な
わ
ち
教
育
に
あ
り

ま
す
。
 

来
る
べ
き
二
十
一
世
紀
を
担

う
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、
学

校
施
設
の
整
備
は
も
と
よ
り
、
 

教
育
の
振
興
は
ま
す
ま
す
重
要

な
課
題
と
な
る
も
の
で
、全
力

で
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
講
演
。
 

ま
た
、
講
演
の
中
で
現
在
策

定
中
の
新
五
所
川
原
市
総
合
計

画
の
概
要
に
触
れ
，
こ
れ
に
対

す
る
意
見
を
求
め
た
と
こ
ろ
「
 

新
総
合
運
動
場
の
建
設
」
、「学

区
の
再
編
成
」
、「若
い
優
秀
な

人
材
の
市
外
流
出
」
な
ど
の
間

題
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
こ
れ
ら
を
新
五
所

川
原
市
総
合
計
画
の
中
に
反
映

さ
せ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
 

少
年
の

主
張
堂

々
と
発
表

‘
 

ノ
ー
j
コ
 
く
 
二
 

二
〈
→
『
古
に
 
ノ
 
く

」？
ー
ノ
ニ
ソ
．
 

』
 

r
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「長
勲
疑
 

4
会
市
 
い
さ
つ
に
統
い

叱
畑

て
森
田
市
長
が
 

課
芯

琴
雄
 

獣
」
」
」
轄
 

い
未
来
は
あ
り
 

”
 

五
人
が
山
席
し

さ
 

ま
し
た
。
 

係
部
長
な
ど
合

わ
せ
て
約
八
十

五
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
 

麗競& 

地
域
住
民

の
交
通
安
全
指

導
に
努
力
 

み
ん
な
で
考
え
よう
教
育
と
文
化
纏
“
囲
む
会
 

鯛

耀
執
駆
設
立
2
0周
年
を

祝
う
 

五
所
川
原
交
通
安
全
協
会

小
山
内
有
義
会
長
）
で
は
ト

月
十
日
、
市
中
央
公
民
館
で
「
 

五
所
川
原
地
区
交
通
指
導
隊
設

立
二
十
周
年
記
念
式
典
」
が
隊

員
な
ど
約
百
五
十
人
が
出
席
し

て
開
か
れ
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
、
ま
ず
小
山
内
会

長
が
 
コー
十周
年
と
い
う
節
目

を
機
に
住
民
の
交
通
安
全
指
導

に
一
層
の
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
統
き
、
山
田
詳
夫
五
所

川
原
警
察
署
長
が
激
励
し
、
ま
 

r
 た
、
来
賓
と
し
て
吉
岡
助
役
が
 

「合
日
を
契
機
に
全
隊
員
が
、
 
 

新
ら
た
な
決
意
の
も
と
家
庭
・
 

同
指
導
隊
で
は
、
設
立
二
十

職
場
・
地
域
ぐ
る
み
で
広
範
な
 

周
年
を
機
会
に
、
県
内
で
は
四

連
動
を
展
開
さ
れ
、
事
故
の
な
 
番

目
の
隊
旗
を
作
り
ま
し
た
。
 

い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
】
層
 
ま
た
こ

の
日
は
、
県
警
音
楽
隊

の
ご
活
躍
を
お
願
い
し
ま
す
」
 
と
カ
ラ
ー
ガ

ー
ド
を
先
頭
に
市

と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

内
の
パ
レ
ー
ド
と
、
永
年
に
わ

同
指
導
隊
は
、
昭
和
四
十
二
 

た
り
隊
貝
と
し
て
努
力
さ
れ
た

年
に
発
足
し
、
交
通
安
全
協
会
 

方
々
の
表
彰
が行
わ
れ
ま
し
た
。
 

の
中
核
と
し
て
隊
貝
の
ポ
ラ
ン
 
今
回

受
彰
さ
れ
た
方
々
は
次

テ
ィ
ア
活
動
に
よ
っ
て
住
民
の
 

の
と
お
り
で
す
。
 （
敬
称略
）
 

交
通
安
全
指
導
に
取
り
組
ん
で
 

O
1
5年
以
上
勤
続
 

き
ま
し
た
。
 

斎
藤
周
作

（
柏
原町
）
、工
藤
 

昭
和
六
十
年
に
は
、

活
動
の
 

力
夫

（
米田
）
、斎

藤
昭
次
郎
 

功
績
が
認
め
ら
れ
て
県
警
本
部
 

（
前
田野
目
）
、加

藤
敏
市

（
 

長
、

県
交
通
安
全
協
会
長
表
彰
 

若
葉
）
、高
橋
定
清

（
金山
）
、
 

を
受
け
て
い
ま
す
。
 

福
士
由
五
郎

（
高
野）
、成

田
 

ョ
シ

（
原子
）
、小
笠
原
宏
子
 

（
持子
沢
）
、小
山
内
み
つ
急
 

（神
山
）
、石
岡
ふ
き
江

（
野

里
）
、片
岡
り
子
、
長
尾
菊
代
、
 

長
内
ツ
シ
エ
（
以
上松
野
木
）
 

③
1
0年
以
上
勤
続
 

渡
辺
鉄
雄

（
末広
町
）
、前
田

文
弘
、
須
藤
ヤ
ェ
、
成
田
和

江

（
以
上
野里
）
、藤
森
英
昭
 

（
長
富）
、金
谷
シ
ナ
、
今
百

合
子

（
以
上高
野
）
、松
野
ノ

リ

（
松野
木
）
 

市
連
合
P
T
A

（
斎
藤千
秋

会
長
）
主
催
の
 
「第
七
回
行
政

を
囲
む
会
」
が
十
一
月
六
日
、
 

市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
開
か
れ

ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
市
連
合
P
T
A
が
 

「
み
ん
な
で
考
え
よ
う
・
五
所

川
原
市
の
教
育
と
文
化
」
を
テ
 

五
所
川
原
短
歌
会

（
浜田
ち

か
会
長
）
主
催
の
 
「第
二
十
七

回
県
下
短
歌
大
会
」
が
十
一
月

八
日
、
市
中
央
公
民
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。
 

同
大
会
に
は
、
西
北
五
は
も

と
よ
り
県
内
各
地
か
ら
歌
人
約

七
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 
 

ー
マ
に
、
教
育
上
の
問
題
点
な

ど
に
つ
い
て
市
と
話
し
合
い
、
 

理
解
を
深
め
合
お
う
と
い
う
も

の
で
、
市
連
P
か
ら
斎
藤
会
長

は
じ
め
役
員
、
各
小
中
学
校
長

な
ど
、
市
か
ら
森
田
市
長
、
吉

岡
助
役
、
高
橋
民
一
市
教育
委

員
長
、
高
橋
清
徳
教
育
長
、
関
 

大
会
は
「
当
季
雑
詠
」
 
「手

拭
」
 
の
二つ
の
宿
題
と
「
親
」
 

の
席
題
で
行
わ
れ
、
参
加
者
は

熱
心
に
作
歌
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
高
僑
清
徳
市
教

育
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
、
 

歓
迎
の
こ
と
ば
を
述
ぺ
ま
し
た
。
 
 ま

せ
ん
。
今
年
度
は
五
小
の
新

築
工
事
に
着
工
し
ま
し
た
が
、
 

今
後
と
も
学
校
施
設
の
整
備
に

つ
い
て
は
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
 
とあ
い
さ
つ
を
述

べ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
野
村
修
三
教
育
振

興
副
委
員
長
、
福
士
寛
美
研
修
 

，委
員
長
，
野
呂
正
利
生
活
環
境

副
委
員
長
、
藤
田
妙
子
母
親
副

委
員
長
、
神
泰
幸
総
務
委
貝
長

の
五
人
が
教
育
振
興
、
文
化
、
 

生
活
環
境
な
ど
教
育
全
般
に
わ

た
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
点
や

要
望
な
ど
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
市
で
は
今
後

の
対
応
策
や
将
来
の
見
通
し
な

ど
を
述
べ
、
お
互
い
の
理
解
を

深
め
合
い
ま
し
た
。
 

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
 

で
す
。
 

（
敬
称略
）
 

①
長
利
」
頁
（
弘
前
市
）
 

②
大
平
洋
子

（
青
森市
）
 

③
大
沢
良
信

（
五
所川
原
市
）
 

④
関
喜
代
栄

（
同
）
⑤
山
谷
久

子
（
同
）
⑥
田
村
き
豆

（
同）
 

⑦
長
谷
川
善
作

（鯵
ケ
沢
町
）
 

設立20周年を記念して市内をパレ 
ードする交通指導隊員 

市
民
総
合
文
化
祭
協
賛
県
下
短

歌
大

会
開

か
れ

る
 



市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
葛

西
専
造
会
長
）
で
は
十
一
月
十

六
日
、
寝
た
き
り
や
ひ
と
り
暮
 

ら
し
の
仲
間
を
励
ま
し
て
、
早
 

く
元
気
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
 

「在
宅
友
愛
訪
問
」
を
行
い
ま
 

し
た
。
 

こ
の
日
は
、
同
連
合
会
の
会

員
四
十
六
人
や
ホ
ー
ム
（
ル
パ
 

ー
十
人
が
一
一
十一
班
に
分
か
れ

市
内
の
寝
た
き
り
の
在
宅
老
人

五
十
一
人
、
ひ
と
り
暮
ら
し
老

人
ニ
百
六
十
九
人
す
べ
て
を
訪

ね
、
せ
っ
け
ん
、
タ
オ
ル
、
缶

詰
、
 ハ
ン
ド
ク
リ

ー
ム
、
お
菓

子
な
ど
が
入
っ
て
い
る
心
の
こ

も
っ
た
慰
間
袋
を
贈
り
ま
し
た
。
 

こ
の
う
ち
松
島
町
六
丁
目
の

沼
宮
内
繁
美
さ
ん
（
6
5）
方
に

は
、
葛
西
会
長
、
三
浦
孝
円
福
 

祉
事
務
所
次
長
、
原
田
市
太
郎

市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長

ら
が
訪
れ
、
 「元
気
を
出
し
て

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
励

ま
し
ま
し
た
。
 

市
老
連
で
は
、
五
十
三
年
に

始
め
た
友
愛
訪
間
に
加
え
て
、
 

婦
人
部
や
加
盟
ク
ラ
プ
単
位
で
 

「な
か
よ
し
会
」
が
組
織
さ
れ
、
 

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
へ
の
日
常

的
な
奉
仕
活
動
を
始
め
、
在
宅

老
人
福
祉
の
輪
が
広
ま
っ
て
い

ま
す
。
 

市
と
市
民
保
健
協
議
会

（
川

村
礼
一
郎
会長
）
が
主
催
す
る
 

「住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
作
品

展
」
 
の
入賞
者
が
決
ま
り
、
十

一
月
十
二
日に
市
中
央
公
民
館

に
お
い
て
そ
の
表
彰
式
を
行
い

ま
し
た
。
 

表
彰
式
に
は
吉
岡
助
役
を
は

じ
め
川
村
会
長
、入
賞
し
た
小

・

中
学
生
な
ど
約
五
十
人
が
出
席

し
ま
し
た
。
 

特
別
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と
 

お
り
で
す
。
 

（敬
称
略
）
 

◇
小
学
生
の
部
 

標
語
ー
外
崎
千
春

（
沖飯
詰
小
 

5
年
）
 

作
文
ー
下
川
原
千
品
（
栄
小
6
 

年
）
 

習
字
・
書
道
ー
野
上
美
華

（
中

央
小
4
年
）
 

図
画
・
ポ
ス
タ

ー
 

小
笠
原
拓

（
田川
小
1
 

年
）
、鳴
海
智
仁

（
五
小
 

2
年
）
 

◇
中
学
校
の
部
 

標
語
ー
小
野
祐
子

（
五
一
中
3
 

年
）
、岡
田
直
樹

（
五
四

中
3
年
）
 

作
文
ー
磯
野
あ
か
り

（
五
一
中
 

1
年
）
、成
田
知
子
（
五

四
中
3
年
）
 

習
字
・
書
道
ー
沢
田
真
紀

（
五
 

「住
み
よ
  い
環
境
づ
く
り
作
品
展
」
 

表
彰
式
開

く
 

沼宮内繁美さんを励ます
葛西会長 

 

社
会
福
祉
に

と

2
万

4
千
円
 
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
菊
栄
会
 

寝
た
き
り
・
ひ

と
り
暮
ら
し

の
仲
間
を

友
愛
訪
問
 

市

老
人

ク
ラ
ブ

連
合
会
 

・
 

（第652号）⑥ 広報ごしょがわら 昭和62年（ 1987年）12月 lLI 

森田市長（右）に目録を手渡す鈴
木副会長（左）。中央は三上主任 

吉岡助役（右）から表彰状を受ける
子ども達 

勤
労
ーH
少
年

ホ
ー
ム
利
用
者

の
会
で
あ
る
菊

栄
会

（
倉光
秀

彰
会
長
）
で
は

十
一
月
十
日
、
 

鈴
木
潤
副
会
長

が
同
ホ

ー
ム
三

上
真
輝
主
任
と

共
に
市
役
所
を

訪
れ
、
社
会
福

祉
の
た
め
に
役

立
て
て
く
だ
さ
 

(
 

い
と
二
万
四
千
円
を
寄
付
、
森

田
市
長
に
目
録
を
手
渡
し
ま
し

た
。
 

こ
れ
は
、
去
る
十
月
二
十
四
、
 

ニ
十
五
の
両
日
、
同
会
が
開
催

し
た
 
「ホ
ー
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
 
での
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ

ー
 

や
模
擬
店
の
売
り
上
げ
金
を
寄

付
し
た
も
の
で
す
。
 

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
今
回

で
九
回
目
と
な
り
、
同
会
で
は

こ
の
間
毎
年
寄
付
を
行
っ
て
お

り
関
係
者
か
ら
大
変
感
謝
さ
れ
 
 

て
い
ま
す
。
 

こ
の
寄
付
に
対
し
、
森
田
市

長
は
「
ご
好
意
に
感
謝
し
ま
す
。
 

社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
た
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
を

述
べ
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
こ
の
寄
付
を
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
基
金
に

一
万
ニ千
円
、
歳
末
助
け
合
い

募
金
に
一
万
二
千
円
を
そ
れ
ぞ

れ
預
託
し
ま
し
た
。
 

四
中
1
年
）
、沢

田
智
子
（
同
2
 

年
）
 

図
画
・
ポ
ス
タ
 

大
田
丈
博

（
五

一
中
2
年
）
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成人式は1月3日に 

  

第39回人権週間 
12月 4 日から10日まで・は 「第39回人権週問」 

です。 

毎年12月10日を 「人権デー」 と定め、記念行 

事が行われます。 

わが国では、 「人権デー」 を最終日とする一 

週間を 「人権週間」 と定めていますが、青森地 

方法務局と青森県人権擁護委貝 i!E合会では、』欠 

の強調事項を掲げ、県民の皆さんに人権尊重想‘ 

想の大I;lJさを呼びかけています。 

⑥いじめ、」本罰く7舛艮を絶とう。 

@）部落差別をなくそう。 

⑨女’」生の地1立を高めよう。 

＠障害者の完全参加と平等を実現しよう。 

「人権週間」 にあたり、私たち一人ひとりが 

人権について考え、明るく豊かな社会をつく リ 

ましょう。 

なお、毎日の生活の中で、お困りのときは、 

青森地方法務局五所川原支局（"@)2 3 3 0 番） 

または、お近くの人権擁護委貝にこ洋目月炎くださ 

し、。 

相談は無1斗で、秘密は厳守します。 

本市の人権擁護委員は次の方々です。（敬称略） 

尾崎 正雄（田 町）か国>2 6 2 4 番 

石井福太郎（鎌 谷 田丁）か亘5>3 4 8 0 番 

木中寸 資（鎌 谷 I町）か国>24 9 3 番 

嶋口 慶治（上平井I町）費図24 30 番 

佐々木初海（吹 畑）”電）3 1 7 7 番 

小笠原徳一（野 里）か⑩ 3 0 6 1番 

丸t馬 郁夫（松 島 町）h⑨ 3 1 2 1番 

高橋 武一（i算i 川）費国）2794 番 

小田十同一雄（元 	町‘)h唾5>1 293 番 

 

   

市で(ま . 20i義を辺！えた人達をお祝いするたダ〕 

の成人式を、新年早々に行ないます。 

対象者には、住民基本台帳に基づき12月初ダ） 

にノ、ガキで通知いたします。 

また、学生や勤務の都合などで市外に住んて 

おられる市出身者の参加も歓迎いたします。、ご 

連絡ください。 

ン日日寺 日召和63年 1月 3 日（日）午前l0時 

＞」易戸斤 市中央公民館 

ン対象者 日召和42年 4 月 2 日～昭和43年 4 月 1 

日までに生まれた人 

成人式「はたちの主張」 

発表者募集 

新しく成人になられた方に日頃感じているこ 

とを述べていただく 「はたちの主三I」し 発表を予 

定しており、その発表者を募集します。．S、るっ 

てご応募ください。’ 

レテーマ 成人式を迎えるにあたって感じてし、 

ること 

＞発表時間 4~6 分・ 

レ応募資格 新成人（昭和42年 4 月 2 日カュら日召 

和43年 4 月 1 日までに生れた方） 

レ応募期限 12月14日（月） 

＞間い合わせ一先 市教育委員会社会教育課 

(雪cB)2111番内線 248 番） 

  

4 

  

「果樹農業構造調査」にご協力を 

農林7k産省で1ま、今・日の果樹農業をめぐる厳 

しい」青勢から、よりきめ細かな果樹1予攻を推迫一 

するための基礎資料・とする「果樹農業構造調査 I 

を全国規模で実施します。 

果樹栽培をしている対象農家の皆さんには、 

調査に対するご協力をお願いします。 

ン調査対象 りんご、ぶどう、西洋なし、おう 

とう c7川 培面積lOa （りスーこ：のみの場合は30 

α ）」』丈.上経営弓ーる農家。 

ン調査内容 

(1）果樹栽培における労働力、雇用状況 

(2)対象果樹の品種別、樹齢別栽培面積等 

(3）高接ぎの状況 

(4）果実の出荷先の状況 

ン調査時期 12月から昭和63年 2 月 

レ実施機関 東北農政局青森統計情報事務所 

   

     

12月5日 特設相談所を開催 
レ時間 午前10“寺カ、ら午後 3 時30分まて“ 

D場所 丸友テ与ぐート 2「；皆’待―没ジき Ilら 

 

     

昭和63年 

新年名刺交換会 

 

     

ン日日寺 日召和63年1月1 日 午前11時 

レ場所 市民文化会館21］皆 

＞会費 1,5 00円（申し込みと同時に納人く 

ださい。） 

レ申し込み締切 12月19日ぐ日 

ン申し込み先 市管理課または五所川原商工会 

I議I折 

主催 五所川原市・五所川原商工会議所・ 

市内農業協同組合懇言炎会 
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県信用保証協会からのお知らせ 

I::' 体質強化資金について 

県信用保証協会では、国と県の協力により県

内中小企業者の経営’安定を目的として、長」り］・

低利の体質張i化資金調］度を下記の内容で実施し

ています。 

0大型店等進出対策融資ーメこ型店進出の影響を

受けている中小企：業者 

0下"IIi中小企業対策融資 

経営合理化貸付一経I営の合理化を行う下‘l青

中小企業者 

調整円滑イヒ貸付一新分野進出等を行う中小

企業者 

0」也域産業対策融資一地域経済I尤滞等の」形響を

受けている中小企業者 

0テクノポリス対策融資一先端技術製品の開発

等を行う中小企業者 

0組合共同事業推進融資一共同事業を行う中小 

」1と業者 

☆詳しいことは、県信用保証協会五所川原支所 

(費⑩ 4 1 2 1番）または金融機関各支店まてで

お問い合わゼ了く ださ、、。 

市文化奨励賞●スポーツ賞 

受賞候補者の推薦を 

市では毎年、文化やス dでーツ活重りに優秀な成

績をおさめられた方々に対ーして、文化奨励】賞や

ス dぞーツ賞を贈り、その栄誉をたたえています。 

該当する方がありましたら、ご推薦ください。 

＞表彰対象 五所川原市民または本市に所在す

る団イ本で・、本年 2 月21日から日召和63年 2 月19 

日までの期間中に文化及びスポーツ活』りjに優

秀な成績をおさめられた方。 または永年にわ

たりスポーツ活動、育成に功労のあった方。 

ン推薦書類 市教育委員会にあります。 

＞推薦期限 12月25日（オ9（以降については追

加推薦してください。） 

＞推薦及び間い合わせ先 市教育委貝会社会

教育課（廿（図）2 1 1 1番内線 2 5 0 番） 

ンその他 表彰式は、日召和63年 2 月20日dう

午後 2 時から市中央公民館で開催する子定で

す。 

年末年始の交通安全運動 
12月15日～1月5日 

飲酒運転追放など重点に 
12月15日から 1月 5 日まて‘の22日間‘ごわたり、 

年末年始の交通安全運動が行われます。 

この時期は；を；年会、新年会、正月など 1年の

うちで最も酒を飲む機会が多く、道路も積‘雪や 

紀 
1東結て‘スリップしやすくなります。 

今年の交通事故をふりかえってみると、飲酒・

暴走運転など無謀なうlII転によって死亡事故をお

こすというケースが多くなっています。 

したがって、今回の運』tりは、飲酒・暴走運転

の追放を重点目標に掲げ、実のある効果的な運

動を展開していく ことにしました。 

市民の総力のもとに、年末年始は無事故で乗

り越えたいものです。 

レ運動の重点 

①飲酒運転の追放 

②歩行者、特に子供と高齢者の交通事故防止

③スリップ事故及び踏・切事故の防止 

④正しい方法によるシートベルト、ヘルメット

の杵月Iの徹底 

いよいよ年の●頼も近づき、 flIIかと気ぜわしく

なりました。 

このような時期に 「年末年始は無事故で笑顔

―交通安全は家庭から」 をギャッチフレーズに、 
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少し早めに 

おせち料理のつくり方を 
働く婦人の家では、県と共催で 「誰でもつく 

れるおせち料理のつく り方」 の講習会を開催し 

ます。 

ン日時 12月13日(I I)午前10時カ・ら午後 1時 

レ場所 I動く婦人の家 

ン受講半十 無料』（たブごし材米斗費として 1,000トり 

J-:.J.jjで“負担） 

ン募集人員 30人（定員になリ次第締匂J) 

）講師 食生ii馴攻善推進員 

レ申し込み締七1] 12月 8 日午後 4 時 

レ申し込み・間い合わせ先 市働く婦人の家（ 

公⑩ 8 8 9 8 番） 

16ミIJ映写機 
操作技術講習会 

―西北五地方視聴覚教育協議会― 

ン日時 12月16日・17日 （ 2 日間） 

午前 9 時30分から午後 4 時30分まで 

ン場所 市中央公民館 

ン受講半~ 1,500円（テキスト代を含む） 

※テスト合格者には、修了証を交イ寸します。 

ン申し込み先 12月l0日まて‘に、市中央公民館 

（公く壇)6 0 5 6 番）へお申し込みください。 

ふるさとの歴史を語る会 
ー北奥文化研究会ー 

ン日時 12月 6 日（日）午後 2 時から 4 時まてン 

レ場所 市歴史民俗資料館 

ンテーマ 「板柳龍淵寺周辺の歴史散歩」 

‘轟自Ij 会i章耕作氏（北奥文化研 JL.会々貝） 

ン受講料一 無料 

たばこは、市内から買って．/ 

あなたが市内でたばこをお買

い求めになりますと、た‘まこ1肖

費税が市の収入（たとえばマイ

ルドセフ叱'1箱にーつき41円40銭） 

になります。 

夜間営農教室開設 
新しい」Jこ培技術、販売対策等についての情報 

提供を次によって行いますので、関心のあると 

ころにご参加ください。 

ン主催 五所川原」也区農業改良普及FiIi 

ン日日寺 12月 7 日から11日まて-(5．日間） 

午後 6 時から 9 時まて‘ 

ン場戸斤 県合同1テ舎 3 階会議室 

ン対象者 j●ユ業者及び関係機関団体 

レフp口づ7’ラム 

'I果 	題 	名 講 	師 	名 

12月
7
日

（月） 

主産地を目指す野菜栽
培と販売にっいて 
1一五所川原市農協 

夏秋トマト、いち 

2. 沿I'l農協 
ニンニク、ピーて’ 
ン 

五所川原市農協営農指導員 
斎藤敏武氏（いちご） 
三上昭則氏（トマト） 

栽培者 
土岐文弘氏（いちご部会会長） 
大谷ー雄氏（やさい部会会長） 

沿川農協営農指導員 
館岡和寛氏 

栽培者 
小野克幸氏（やさい部会会長） 

1
2月
8
日
（
火
）
 

 

3．水元農協 
ャマノイモ 

4. 鶴川南農協 
ネ・ソ トメロン 

水元農協営農指導旦 
長内寿正氏 

載培者 
笹森柾秋氏（ャマノイモ部会長） 

鶴田南農協営農指導員 
神成 守氏 

栽培者 
工藤寛寿氏（メロン部会長） 

臣
月
9
日
  

（
水
〕
 

 

マルメロ、プル一べリ
―の栽培と販売にてハ、 
て 

板柳町掛落林 
外崎優一氏（マルメロ） 

板柳町飯田 
飯村一枝氏（プル一べリー） 

12月m
日

（木） 

水稲共同作業によるコ
スト低減にっいて 

板柳町五林平 
工藤忠治氏（五林平良質米生 
産組合） 

鶴田町火巻 
下山信義氏（火巻トラクタ― 
共同作業粗合） 

12月11
日

（金） 

りんご阪売の現状と問 
題点にっいて 
系統出荷の代表 
出荷組合の代表 
産地直送の代表 

七和農協組合長 
三上光男氏 

板柳町石野石出荷組合長 
三上 茂氏 

鶴田町妙堂崎 
斎藤常彦氏 

国税だより 

支払調書の提出は 

2月 1 日まで 
給料や報酬、利子、配当などの支払者は、そ

の支払先ごとに支払金額や源泉徴I収税額などを

税務署に提出することになっています。 

この支1:l、調書は、その年中の支払分を取りま

とめて提出するもので、利子・や配当などの一部

を除き、翌年の 2 月 1 日（例年は 1月31日です

が、 1月31日力 日曜日に当たるため）までに提

出することになっています。 
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犬の飼い主のみなさんノ＼ 
犬の登録、注射は狂犬病予防法にもとづき、 

年 1回実施していますが、まだ登録及び注射を

行っていない飼い主の方々は早目に実施するよ

うお願いします。 又、ニ」この放し飼いは事故のも

とです。愛情をもって正しい飼育をし他人に迷

惑をかけないようにしましょう。 

ン登録受付場所 市役所衛生課 

みんなの健康教室 

レ日 時 1 2 月 25 日（金）午後 1時 

レ場 所 市保健センター 

レ講 師 田辺 靖彦先生 

（田辺胃腸科外手斗医院長） 

ンテーマ 「I止血と下血」 

主 催 北五医師会・市民保健協議会 

みんなの健康教室 

テレフォンサービス実施中 

公 @O31 1番 
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市役所の電話番号は⑩2111番 

「愛の献血」お願いします 

期 	日 時 場 

12月 7 日 

(11) 

午前10時から 

正午まで 

マルカカサイ駐車 

場 	（本町） 

午後 1時30分から

午後 4 時まで 

ス―パ一亀屋松島

店 

12月18日 

（金） 

午前10時から 

正午まで 

木村石油広田給油 

所 	（広田） 

午後 1時30分から

午後 4 時まで 

西北中央病院 

（布屋町） 

ミニドツクを受けよう 
市では40歳以上の市民を文寸象に成人病の早」り］ 

発見、早英肋台療を目的としたミニドックを実施

しています。対象となる人は積極的に受けるよ

うにしてください。 

＞実方極期間 8 月 1 日から翌年 2 月29日まで’ 

）実施時間 医療機関によって実施時間が違い 

ますので申し込み時にお知らせーいたします。 

ン対象者 昭和23年 3 月31日までに生まれた方。 

なお、恥t場等で検診を受けられる方は除きま 

す。 

＞受診方法 受診を希望する人は、市衛生課及

び市役所各支月i窓口に保険証を持参のうえ、 

受診記録票の交右十を受け、希望する医療機関

で受診してくノごさい。 

ン受診料 1,000円（申し込み時） 

ただし70歳以上の方、生活保護世帯、市民税

非訓編見世帯の方は無半十（申し込みの際証明書

を提出してください）。 

レ診査項目 「UI診、身体測定、血圧測定、心電

図、尿検査、貧iii'．検査、肝機能検査。 

ン問い合わせ先 市衛生課（内線 2 7 2 番）。 

③実施医療機関名 

江 渡 医 院・田辺胃腸科外科医院
小笠原内 科医 院・対馬内科小児科医院

兼平内科小児科医院・冨田胃陽科内科医院

川崎胃陽科内科’医院・中 村 内 科 医 院

木 村 内 科 医 院・永田小児科内科医院
健生病院五所川原診療所・白 生会 胃 腸 病院
佐藤仁外科胃陽科医院・復 明 堂 医 院

佐藤内科小児科医院 増 田 病 院
荘 司 内 科 医 院 三 好 診 療 所

白戸胃腸科外科医院 森 田 診 療 所

西 北 中 央 病 院 森内科小児科医院 
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